
三
九

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（Edw

ard H
ughes

）

 
《Pitcher tenm

oku glaze

》（
天
目
水
差
し
）（
個
人
蔵
）

裵　
　

洙　
　

淨

　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（Edw

ard H
ughes: 1953

‒2006

）
は
、
英
国
の
現
代

陶
芸
家
と
し
て
、
日
本
の
関
西
地
方
を
中
心
に
陶
芸
活
動
を
行
い
、
そ
の
活
動
も
成

功
し
た
た
め
、
英
国
よ
り
も
日
本
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
と
英
国
の
架
け
橋

に
な
っ
て
、
民
芸
風
の
作
品
を
作
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
陶
芸
家
が
誰
か
と
言
え

ば
、
ヒ
ュ
ー
ズ
よ
り
先
に
英
国
で
「
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ジ
オ
・
ポ
タ
リ
ー
の
父
」
と

呼
ば
れ
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
（Bernard Leach: 1887

‒1979

）
だ
と
言
っ
て

よ
い
。
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
リ
ー
チ
の
影
響
を
受
け
た
二
○
世
紀
を
代
表
す
る
イ
ギ
リ
ス

の
陶
芸
家
、
ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
（Lucie Rie: 1902

‒1995

）
及
び
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ー

デ
ュ
ー
（M

ichael Cardew
: 1901

‒1983

）
に
も
影
響
を
受
け
、イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ

ジ
オ
・
ポ
タ
ー
と
し
て
、
日
英
で
活
動
が
満
ち
溢
れ
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
自
宅
の

裏
山
で
の
墜
落
事
故
に
よ
っ
て
五
三
歳
で
急
逝
し
て
し
ま
う
。

　

た
だ
し
、注
目
す
べ
き
陶
芸
家
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の
作
品
に
は「
生
命
力 V

itality
」

が
あ
り
、
そ
の
生
き
生
き
し
た
作
品
に
は
「
用
の
美
」
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
簡
単
に
ヒ
ュ
ー
ズ
の
生
涯
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
中
学
生
頃
に
初
め

て
陶
土
に
触
れ
、
土
と
人
の
一
体
感
を
感
じ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
師
と
な
っ
た
バ
リ
ー

グ
レ
グ
ス
ン
（Barry Gregson

）
か
ら
、
陶
芸
の
世
界
に
目
を
開
か
れ
た
。
ヒ
ュ

ー
ズ
は
、バ
リ
ー
か
ら
リ
ー
チ
や
日
本
近
代
の
代
表
的
な
陶
工
で
あ
る
濱
田
庄
司（
一

八
九
四

－
一
九
七
八
）
の
陶
器
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
ら
れ
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
と

回
想
し
て
い

①る
。
そ
の
後
、
コ
ー
シ
ャ
ム
の
バ
ー
ズ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
フ
ア
ー
ト

（Bath A
cadem

y of A
rt, Corsham

）
を
卒
業
し
て
、
運
命
的
に
日
本
の
文
部
省

奨
学
生
と
し
て
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
陶
磁
器
学
科
に
通
う
こ
と
に
な

②る
。
日
本
人

の
静
子
と
結
婚
し
、
七
年
間
日
本
に
住
み
な
が
ら
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
の
西
岸
で
初
め

て
窯
を
築
き
、
英
国
に
帰
国
す
る
前
に
日
本
で
（
大
阪
、
京
都
、
東
京
な
ど
）
個
展

を
開
き
、
成
功
し
た
。
帰
国
後
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
英
国
の
北
西
端
に
あ
る
カ
ン
ブ
リ
ア

（Cum
bria

）
の
レ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
（Renw

ick

）
や
ア
イ
ス
ル
（Isel

）
に
各
ア
ト
リ

エ
を
作
り
、
主
に
英
国
と
日
本
で
個
展
を
開
く
な
ど
陶
芸
活
動
を
活
発
に
行
っ
た
。

ま
た
、
雑
誌
『
民
藝
』
に
も
イ
ギ
リ
ス
の
ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ア
や
、
濱
田
と
リ
ー
チ
に

関
し
て
原
稿
を
発
表
し
た
。

　

二
○
世
紀
に
は
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
が
盛
ん
に
な
り
、「
用
」
を
重
視
し
た
實
用
的
手

仕
事
の
作
品
と
「
ア
ー
ト
」
的
な
非
實
用
的
作
品
、
ま
た
工
業
的
生
産
物
の
や
き
も

の
が
共
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
ロ
ク
ロ
を
利
用
し
た
作
品
は
、
時
代
遅
れ
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
作
品
も
、
最
初
は
カ

ー
デ
ィ
フ
（Cardiff 

）
に
い
た
時
期
に
影
響
を
受
け
た
イ
ア
ン
・
オ
ー
ル
ド
（Ian 

A
uld

）
式
の
ス
ラ
ブ
、
板
物
が
目
立
つ
。【
図
1
】

　

し
か
し
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
コ
ー
シ
ャ
ム
時
代
か
ら
陶
芸
家
の
バ
イ
ブ
ル
的
な
リ
ー

チ
著
作
の
『
陶
芸
家
の
本 A

 Potter ’s Book

』
を
読
ん
だ
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、

徐
々
に
日
常
生
活
の
た
め
に
作
ら
れ
た
や
き
も
の
制
作
へ
と
転
換
し
て
い
く
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
、
リ
ー
チ
と
親
友
で
あ
り
、
民
藝
の
創
始
者
で
あ
る
柳
宗
悦
（
一
八

八
九

－

一
九
六
一
）
の
思
想
や
、リ
ー
チ
と
一
緒
に
英
国
の
セ
ン
ト
・
ア
イ
ヴ
ス
（St 

Ives

）
で
中
世
英
国
の
伝
統
陶
器
の
ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ

③ア
【
図
2
】
を
復
活
さ
せ
た
濱



四
〇

田
に
つ
い
て
も
深
い
関
心
を
も
つ
。
と
く
に
、「
ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ア
は
、
最
も
英
国
陶

芸
の
伝
統
で
あ
る
（
濱
田
と
柳
の
見
方
と
同
様
に

④）」、
と
い
う
見
解
に
共
感
し
、
若

い
頃
か
ら
魅
了
さ
れ
た
ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ア
の
伝
統
を
本
格
的
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、リ
ー
チ
が
「
東
洋
と
西
洋
の
融
合
」
を
生
涯
の
信
念
と
し
て
、

日
本
各
地
の
民
芸
作
品
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
自
身
の
作
品
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
こ

と
に
比
べ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
七
年
間
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
う
ち
に
、
日
本
の
民
芸

に
共
鳴
し
な
が
ら
も
、
自
身
の
陶
芸
の
ル
ー
ツ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
陶
器
に
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
日
本
の
陶
器
に
教
わ
る
よ
り
も
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
立
す
る
た
め
、
帰
国
を
決
意
す

⑤る
。
そ
し
て
ヒ
ュ
ー

ズ
は
、
英
国
の
陶
芸
拠
点
に
な
っ
た
湖
水
地
方
の
カ
ン
ブ
リ
ア
で
、
一
九
世
紀
英
国

の
評
論
家
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
（John Ruskin: 1819

‒1900

）
や
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（W

illiam
 M

orris: 1834

‒1896
）
の
美
術
工
芸
運
動
を
学
ぶ
と

と
も
に
、柳
の
民
芸
哲
学
を
リ
ー
チ
が
著
し
た
『T

he U
nknow

n Craftsm
an

』
な

ど
を
読
み
返
し
た
。
そ
の
結
果
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
東
洋
と
西
洋
を
超
え
る
普
遍
的
な

要
素
は
、「
自
然 N

ature

」
で
あ
る
と
解
釈
し

⑥た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
ヒ
ュ
ー
ズ

は
、
自
然
に
柳
の
民
芸
思
想
や
、
濱
田
が
言
及
し
た
「
作
っ
た
も
の
よ
り
生
ん
だ
も

の
」
と
い
う
メ
ッ
ゼ
ー
ジ
を
よ
う
や
く
解
け
る
よ
う
に
な
っ

⑦た
。

　

さ
て
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
生
涯
と
陶
芸
思
想
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
回
取
り
上
げ
た
作

品
を
紹
介
し
た
い
。
今
回
紹
介
す
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の《Pitcher tenm

oku glaze

》（
天

目
水
差
し
）【
図
3
】（
個
人
蔵
）
は
、
高
さ
一
六
・
八
、
口
径
七
・
三
×
七
、
底
径

七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
中
型
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
（
水
差
し
）
で
あ
る
。
形
の
源
泉

は
、
伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
中
世
陶
器
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
形
【
図
4
】
を
受
け
継
い
て

い
な
が
ら
、
口
注
が
胴
体
よ
り
小
さ
く
、
全
体
の
安
定
感
を
考
え
た
量
感
あ
ふ
れ
る

形
で
あ
る
。
脚
は
な
く
、
底
は
ほ
ぼ
平
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
底
の
真
ん
中
の
部
分
が

少
々
内
側
に
へ
こ
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
、
手
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
持
っ
た
と
き
に
、

安
定
感
を
高
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
底
の
真
ん
中
に
天
目
釉
を

丸
文
の
よ
う
に
落
と
し
て
い
る
【
図
3

－

1
】。
そ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
が
、お
そ

ら
く
胴
体
の
二
重
丸
の
文
様
と
一
体
感
を
も
た
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る

に
、
一
番
目
立
た
な
い
底
の
部
分
に
ま
で
気
を
配
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
三
葉
形

の
口
【
図
3

－

2
】
を
し
て
お
り
、楕
円
形
の
把
手
【
図
3

－

3
】
が
つ
い
て
い
る
。

把
手
に
は
三
重
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
滑
り
止
め
の
用
途
を
狙
っ
た
と
考
え
る
。

　

ヒ
ュ
ー
ズ
は
、リ
ー
チ
と
同
様
に
作
品
の
形
を
最
も
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
陶
器
の
形
と
比
べ
な
が
ら
、
本
作
品
の
器
形
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
類
の
中
で
は
、
中
世
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

全
体
に
広
が
っ
て
流
行
し
た
「
マ
ジ
ョ
リ
カ
」
と
い
う
錫
釉
の
彩
色
陶
器
が
あ

⑧る
。

マ
ジ
ョ
リ
カ
の
陶
器
で
は
、
水
や
酒
を
入
れ
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
ボ
ッ
カ
ー
レ

（Boccale

）
や
、
ブ
ロ
ッ
カ
（Brocca

）
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
中
で
ブ
ロ
ッ
カ
よ

り
、
ボ
ッ
カ
ー
レ
の
器
形
が
イ
ギ
リ
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
類
似
し
て
い
る
。
特
に
、
ほ

ぼ
卵
形
を
し
た
一
六
世
紀
の
典
型
的
な
ボ
ッ
カ
ー
レ
【
図
5
】
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
本

作
品
に
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
大
き
く
異
な
る
点
は
、
脚
の
有
無
で
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
の
ボ
ッ
カ
ー
レ
は
、
脚
が
付
け
ら
れ
、
高
さ
に
よ
っ
て
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
決

ま
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
陶
器
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
安
定
感
を
重
要
視

し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
脚
を
付
け
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー

ズ
は
、
か
な
り
「
用
」
を
大
事
に
し
た
作
り
手
で
あ
り
、
窯
出
し
の
後
に
、
実
際
に

手
に
取
っ
て
、
そ
の
も
の
に
生
命
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
て
、
良
い
も
の
か
悪
い



四
一

も
の
か
を
判
断
で
き
る
と
述
べ
て
い

⑨る
。
日
常
用
品
に
一
番
大
事
な
の
は
、
用
途
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、地
面
に
正
し
く
立
つ
形
を
狙
っ
た
た
め
、

脚
を
付
け
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
高
さ
だ
け
が
約
六
セ
ン
チ
異
な

る
全
く
同
様
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
あ
る
が
【
図
6
】、
高
さ
の
違
い
と
、
曲

線
の
流
れ
や
量
感
が
豊
か
で
あ
る
た
め
、
最
も
温
か
い
美
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
だ
と

考
え
る
。

　

ヒ
ュ
ー
ズ
が
主
に
用
い
た
釉
薬
は
、
天
目
釉
、
灰
釉
、
白
い
ぬ
か
釉
、
録
釉
で
あ

る
が
、
本
作
の
釉
薬
は
、
中
国
か
ら
の
影
響
で
あ
る
天
目
釉
が
外
側
に
、
白
い
ぬ
か

釉
が
内
側
の
全
面
に
施
さ
れ
て
い
る
。
釉
薬
を
施
す
前
に
、
素
地
の
上
に
焦
茶
色
の

ス
リ
ッ
プ
で
文
様
を
描
い
て
い
た
と
推
測
す
る
。
と
り
わ
け
、【
図
7
】
は
本
作
と
同

様
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
類
の
制
作
中
の
写
真
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
と
、
ま
だ
天
目
釉
を

施
し
て
い
な
い
状
態
で
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

ま
ず
素
地
の
内
側
に
白
い
ぬ
か
釉
を
施
し
、
次
に
焦
茶
色
の
ス
リ
ッ
プ
を
用
い
て
、

外
側
の
胴
体
に
は
二
重
丸
文
様
を
、
把
手
と
注
口
に
は
線
文
を
描
き
、
そ
の
後
で
天

目
釉
を
施
し
た
た
め
、
白
色
と
黒
色
と
焦
茶
色
の
境
界
線
の
色
が
少
々
滲
ん
で
い
る

の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。【
図
3

－

4
】

　

そ
こ
で
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
本
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
文
様
を
詳
し
く
み
る
と
、
お
そ

ら
く
二
重
丸
の
文
様
は
、「
太
陽
」
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
に

住
ん
で
い
て
、
日
本
と
中
国
な
ど
東
洋
の
思
想
に
も
理
解
が
あ
っ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、

東
洋
の
抽
象
的
な
文
様
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
濱
田
が
陶
器
を
カ
ン
バ
ス
と

し
て
、
自
分
な
り
の
抽
象
的
な
文
様
を
描
い
た
と
し
た
ら
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
日
本
の

滋
賀
や
英
国
の
湖
水
地
方
な
ど
地
方
の
自
然
が
好
き
で
あ
っ
た
た

⑩め
、
身
近
な
自
然

の
様
子
を
簡
略
化
し
て
抽
象
的
に
描
い
た
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
太
陽
と
思
わ

れ
る
理
由
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
読
ん
だ
リ
ー
チ
の
『
陶
芸
家
の
本
』

の
中
に
中
国
の
文
様
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
二
重
丸
の
文
様
を

「
太
陽
」
と
解
釈
し
て
い
る
。【
図
8
】
た
だ
、『
陶
芸
家
の
本
』
に
紹
介
さ
れ
た
中
国

の
太
陽
文
に
比
べ
て
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
文
様
は
、
固
ま
っ
た
文
様
と
い
う
よ
り
、
手
の

動
き
に
ま
か
せ
た
よ
う
に
自
由
に
描
か
れ
、
八
つ
の
太
陽
文
の
中
で
全
く
同
じ
よ
う

に
描
か
れ
た
文
様
は
な
い
。
濱
田
が
自
ら
の
著
『
窯
に
ま
か
せ
て
』
で
、
自
身
が
作

る
と
い
う
よ
り
、
自
身
を
陶
芸
の
環
境
に
ま
か
せ
る
と
い
う
こ
と
に
ヒ
ュ
ー
ズ
は
共

感
し
、
土
に
ま
か
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
実
際
、
制
作
中
に
は
何
も
考
え
な
い
と

述
べ
て
い

⑪る
。

　

最
後
に
把
手
の
下
に
押
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
の
サ
イ
ン
【
図
3

－

5
】
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。
ヒ
ュ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
そ
の
サ
イ
ン
は
自
身
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
あ
り
な
が

ら
、
東
洋
的
思
想
に
適
用
し
て
論
じ
る
と
、「
大
地
」
と
「
太
陽
」
で
あ
り
、
さ
ら
に

陶
芸
に
適
用
す
る
と
、「
土
」
と
「
火
」
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
解
釈
を
行

っ
て
い

⑫る
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
本
作
品
の
文
様
は
、
太
陽
の
象
徴

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
か
な
り
抽
象
化
さ
れ
た
文
様
は
、
原
始
的
か
つ

幾
何
学
的
な
文
字
に
も
み
え
て
く
る
。

　

以
上
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
自
身
の
作
品
に
「
生
命
力
を
吹
き
込
み
た
い

⑬」
と
い
う
信

念
を
持
ち
な
が
ら
土
に
向
き
合
い
、
使
い
手
に
よ
っ
て
、
自
身
の
作
品
が
新
た
に
生

ま
れ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
願
っ
た
非
凡
な
人
物
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
ヒ
ュ
ー
ズ

の
《Pitcher tenm

oku glaze

》（
天
目
水
差
し
）
は
、
伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
陶
器

の
美
を
含
め
な
が
ら
も
、
流
れ
る
よ
う
な
柔
ら
か
い
曲
線
の
器
形
が
、
黒
い
天
目
釉

の
中
に
明
る
く
光
っ
て
い
る
「
太
陽
」
を
温
か
く
抱
き
し
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

ヒ
ュ
ー
ズ
な
り
の
生
命
力
の
あ
る
一
点
で
あ
る
。
ま
た
、
本
作
品
を
通
じ
て
、
ヒ
ュ
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ー
ズ
の
陶
芸
思
想
を
も
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注①  
“it w

as 
﹇he
﹈, w

ho opened that w
orld of Bernard Leach and all that h 

stood for. I m
ean w

hat w
as m

em
orable, and I think really w

hat got m
e so 

excited, w
as he gave these w

onderful slide lectures introducing the w
ork 

of H
am

ada and it w
as another w

orld ” Stephanie Boydell, Shizuko hughes 

and A
lex M

cErlain, A
 Japanese passion; the pottery of E

dw
ard H

ughes: 

Blurb, 2013, Edw
ard hughes interview

ed by A
lex M

cErlain, A
pril 2002 

Isel Studio, Cum
bria, p.53.

②　

ヒ
ュ
ー
ズ
は
、“It w

as a blessing w
hen the new

s of the scholarship cam
e 

to go to Japan. T
hat w

as the great turning point for m
e ”

と
述
べ
、
日
本
に

行
く
こ
と
が
、
自
身
の
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

op. Ibid, p.14.

③　

ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ア
と
は
、「
ス
リ
ッ
プ
と
い
う
の
は
色
違
い
の
土
を
液
状
に
し
た
化
粧

（
ス
リ
ッ
プ
＝
泥
漿
）
を
使
っ
て
模
様
を
つ
け
、
装
飾
し
た
や
き
も
の
の
こ
と
」
で
あ

る
。
：
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
／
静
子
・
ヒ
ュ
ー
ズ
「
イ
ギ
リ
ス
の
ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ

ア
（
一
）」、『
民
藝　

第
五
三
四
号
、
一
九
九
七
年
六
月
、
日
本
民
芸
館
、
一
二
頁
に
よ

り
転
載
。

④  
“English slipw

are w
hich I still, as H

am
ada and Y

anagi, see as our 

greatest ceram
ic tradition in this country ” 

（
和
訳
は
筆
者
の
も
の
） op. cit., 

p.54.

⑤  
“T

here are quite a lot of w
esterners w

ho go to Japan w
ho w

ant to learn 

to m
ake Japanese pots. curiously I have never w

anted to do that. M
y love 

of English slipw
are w

as so strong w
hat I m

ade w
ithout deliberately 

doing it w
as very English ” op. Ibit., p.71

⑥　

ヒ
ュ
ー
ズ
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 “I discovered John Ruskin w

ho had 

so inspired W
illiam

 M
orris and the English A

rts and Crafts M
ovem

ent. I 

began to understand the w
onderful exchange betw

een East and W
est 

through a love of craft, w
hich had at its source a universal love of 

N
ature ” op. cit.: “T

he inspiration ” by Stephanic B
oydell and A

lex 

M
cErlain, p.25.

⑦　

次
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
原
文
に
は
、
興
奮
し
て
い
る
彼
の
姿
を
読
み
と
れ
る
。 “I read 

the w
ritings of John R

uskin and Y
anagi Soetsu w

ith a new
 

understanding. Surrounded by trees, as w
e had rice fi elds in Japan, m

y 

eyes w
ere opened. I began “to see clearly ” after 30 years! I learnt how

 

craft in H
am

ada Shoji ’sw
ords should be “born not m

ade ”. op. Ibit., p.25.

⑧　

マ
ジ
ョ
リ
カ
は
（M

aiolica, 

イ
タ
リ
ア
で
は
マ
イ
ヨ
リ
カ
）、
西
洋
陶
器
の
語
源
に

な
り
、
マ
ジ
ョ
リ
カ
と
い
う
名
称
の
由
来
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ジ
ョ
ル
カ
島
を
経
由
し

て
イ
タ
リ
ア
に
輸
入
さ
れ
て
各
地
に
作
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
マ
ジ

ョ
リ
カ
は
、
特
に
イ
タ
リ
ア
北
部
フ
ァ
ド
リ
ア
海
に
近
い
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
市
が
中
心
地

域
で
あ
っ
た
。：
『
フ
ァ
エ
ン
ツ
ア
国
際
陶
芸
博
物
館
所
蔵　

マ
ジ
ョ
リ
カ
名
陶
展

Capolavori di M
aiolica Italiana dal M

useo Internazionale delle Ceram
iche 

in Faenza

』（
日
本
経
済
新
聞
社
、2001

）
図
録
を
参
考
に
。

⑨  
“

﹇H
e w

as

﹈ asking w
hat it is w

hen the pot com
es out of the kiln that I 

identify that m
akes one pot better than another. 

…W
e com

e back to this 

w
ord w

e talked 

﹇of

﹈ earlier, 

﹇w
e

﹈ used the w
ord life force. It is one of 

the best tests of a pot that w
e say that it has “life ”. It is alm

ost 
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im
possible to explain w

hy it has it, but m
ost of us recognise it w

hen w
e 

see it. D
on ’t w

e? It ’s extraordinary. ” op. cit., pp.85

〜86.
⑩　

若
い
頃
か
ら
自
然
が
好
き
で
、
コ
ー
シ
ャ
ム
の
学
校
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
に
綺
麗
な

環
境
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。 “It w

as the experience at Corsham
 

﹇that

﹈ w
as so w

onderful because the environm
ent w

as so conducive to 

w
ork ” op. Ibit., p.61.

⑪　

“W
ell it ’s interesting that because in the m

aking it ’s not there at all. 

It ’s totally absent I w
ould say because in the actual m

aking your only 

concern is to m
ake the pot ” op. Ibit., p.87.

⑫　

“T
he pottery m

ark stam
ped on all his w

ork incorporates, in addition to 

his initials, the Japanese characters Earth and Fire, signifying the basic 

elem
ents of the potters craft ” op. cit.: “Pot in the m

aking ” by Stephanic 

Boydell and A
lex M

cErlain, p.23.

⑬　

“If you can go beyond that sim
ply m

aking into giving birth to life in the 

ing ﹇that

﹈ you are m
aking, that really is w

onderful ” op. cit., p.86.
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【図 3 ‒ 2 】Pitcher tenmoku glaze
　三葉形の口部　Top view

【図 3 ‒ 1 】Pitcher tenmoku glaze
　底部　Bottom View

【図 3 】Pitcher tenmoku glaze　Side view【図 3 】Pitcher tenmoku glaze　
　Edward Hughes作
　H16.8cm　口径7.3× 7 cm

【図 2 】スリップウェア（Slipware）
　18世紀　径40.8cm

【図 1 】Slabbed bottle　Edward Hughes作
　1972年、H22cm（左）、H24cm（右）
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【図 3 ‒ 4 】Pitcher tenmoku glaze
　内部　Inside view

【図 5 】Boccale/Maiolica Faenza,
　fi ne XVL‒inzio XVIIsecolo
　H 17.3cm; diam. piede 8.8cm.

【図 4 】English Mediaeval Pitcher　14世紀

【図 3 ‒ 5 】Pitcher tenmoku glaze
　サイン（拡大部分）a signature【図 3 ‒ 4 】Pitcher tenmoku glaze

　境界線が滲んでいる拡大部分

【図 3 ‒ 3 】Pitcher tenmoku glaze
　把手　a grip
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【図 8 】Decoration（CHAPTER V）
Bernard Leach著『A Potter’s Book』にて転載。

【図 7 】Freshly slipped jugs　Edward Hughes作　2000年【図 6 】Pitcher and cup tenmoku 
　glaze　Edward Hughes作
　H23cm / H10cm


